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放射性物質のマイクロイメージング 

1大森柚花、1趙越、1森田真人、1坂本哲夫、2河合利秀、2奥村丈夫 
3加藤弘太郎、3Volker Sonnenschein、 3富田英生 

4佐藤志彦、4宮部昌文、4若井田育夫 
1工学院大学、2日本中性子光学、3名古屋大学、4日本原子力研究開発機構 

1. 研究背景・目的

福島第一原子力発電事故により様々な放射性物質が大気中に放出された。以降、環境中の

放射性物質は注目されるようになってきたが、検出方法や取り扱い等の技術は未だ発展途

上といえる。137Csの半減期は約 30年であり、放射性物質の中でも我々の生活に与える影響

が大きく、環境中の移行の過程や蓄積箇所等を明らかにする必要がある。放射性物質の微小

領域での可視化は技術的に難しいとされるが、我々は放射性物質の微粒子レベルでのイメ

ージングに成功した。また、質量分析を行うことにより、同位体比の測定も可能とした。こ

れらは、福島第一原子力発電事故の理解や、環境中の放射性物質の環境動態の解明、廃炉作

業における飛散防止、被爆量評価に有効な情報となる。 

2. 研究方法

レーザー共鳴イオン化質量分析法(Resonance Ionization Mass Spectrometry; RIMS)は

非常に高い元素選択性を持ち、ガス化した放射性物質の分析に適した方法として知られて

いる。一方で、二次イオン質量分析法(Secondary Ion Mass Spectrometry; SIMS)は、微小

視野で微量成分のイメージングを行うことができる技術である。我々は、高繰り返し、高出

力、高安定性を持った波長可変レーザーを開発することで、これらの特長を組み合わせるこ

とを可能とし、高い元素選択性を有した高感度微小視野イメージング技術(Resonant Laser 

Sputtered Neutral Mass Spectrometry; R-SNMS)を用いて放射性物質である135Cs, 137Csの

イメージングに成功した。

3. 実験結果

実際に取得した放射性物質のイメージング結果は研究発表会にて報告する。
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